
   行田市議会ハラスメント相談窓口設置規程 

 （設置） 

第１条 行田市議会ハラスメント防止条例（令和８年条例第１４号。第３条第１項

第１号及び第３号において「条例」という。）第６条の規定に基づき、ハラスメ

ント相談窓口（次条第１項において「相談窓口」という。）を議会事務局内に設

置する。 

 （相談員） 

第２条 相談窓口に、議長が指名する者（以下「相談員」という。）を置く。 

２ 相談員は、次の業務を担当するものとする。 

 ⑴ ハラスメントに関する相談を受けること。 

 ⑵ 関係者からヒアリングを行うこと。 

３ 職員から議員によるハラスメントに関する相談が、市長部局が設置するハラス

メント相談担当窓口に寄せられたときは、相談員は、市長部局と連携し、及び対

応するものとする。 

 （相談への対応） 

第３条 相談は、次に掲げる相談に該当する場合を除き、受け付けるものとする。 

 ⑴ 条例の規定により適用範囲に該当しない相談 

 ⑵ ハラスメントの確認ができなかった事案と同一の事案に関する相談 

 ⑶ 条例附則第２項の規定により適用区分に該当しない相談 

 ⑷ 相談の内容が具体性若しくは客観性に欠け、又は十分な調査を行うために必

要な事実の摘示がなされていない相談 

２ 相談員が相談に対応するに当たり留意すべき事項等について、次のとおり定め

るものとする。 

 ⑴ 相談員は、申立人、被申立人又は関係者のプライバシーに配慮し、相談場所、

相談方法、連絡方法等に万全を期するよう努めるものとする。 

 ⑵ 相談員は、複数の相談員で相談を受けるものとする。 

 ⑶ 相談員は、事実確認、申立人の求める対応及び緊急性の程度を把握するよう

努めるものとする。 

 ⑷ 相談員は、相談終了後速やかに相談記録（様式）を作成し、議長に報告する



ものとする。 

３ 議長は、前項第４号の相談記録の内容を確認し、事実関係を把握するとともに、

円滑かつ公正な解決に努めなければならない。 

 （その他） 

第４条 この告示に定めるもののほか必要な事項は、議長が別に定める。 

   附 則 

 この告示は、令和８年４月１日から施行する。 
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